青明舎　　フェイスシート
平成20年　5月26日　担当：三浦　理見　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　森　美保子　様　　　男・女　　　　昭和　62　年　1月　2日生（21歳）

	
	〒031-0841　　住所　八戸市鮫町ハン木沢26-15　　　　電話　0178-33-8136

	
	病　　名
	社会不安障害
	合　併　症
	糖尿病（２０単位）・高血圧症

脂肪皮膚炎

	
	発症時期
	　平成19年11月頃
	罹 患 期 間
	6ヶ月

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	　ささクリニック（笹Dr）

　八戸労災病院糖尿内科

　八戸クリニック皮膚科
	外来受診日
	ささクリニック（月１回）

八戸労災病院糖尿内科（1回／6週）

八戸クリニック皮膚科（不定期）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	
	申請中

	経済状況
	年金
	なし

	
	その他
	家族援助（小遣い：月５千円）

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　ささクリニックデイケア（毎週月・火・木・金）

　青明舎（毎週水曜日）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	H20年4月16日
	身長
	153cm
	体重
	－

	最終学歴
	八戸光星学院専攻科介護福祉科　卒業
	免許・資格
	普通自動車免許

介護福祉士

	職　歴
	なし

	保　護　者
	氏名　　森　康一　　様　　　　　　　続柄　　　父　　　（同居　・否）

	利用目的

・仕事の訓練・相談場所として利用したい。

	入院・治療歴　初診日（平成14年10月11日）

平成8年　　～　平成9年　　　　八戸市民病院（カウンセリング）　　通院

平成17年　 ～　平成18年　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 通院

平成19年　 ～　現在　　　　　　ささクリニック　　　　　　　　　　通院

	生活歴

　八戸市にて同胞２名の末子として出生。小学３年時に仲のよかった友人とその家族とのトラブルに巻き込まれ担任教師に助けを求めたが、聞き入れてくれなかった事が原因で不登校となり、八戸市民病院通院しカウンセリングを受ける。進級と同時に登校できるようになり、小学校を卒業。中学時は様々なことに興味をもち、柔道部に入部したり、介護に興味をもち介護科に進学するなど活発に過ごしていた。しかし高校２年時のクラス替えからクラスに馴染めず３年時から保健室登校となる。スクールカウンセラーからの勧めで再度八戸市民病院のカウンセリングの通院を再開。高校卒業後は母の勧めで職業訓練センターに３ヶ月通い、パソコン技術を習得する。その後は自宅での家事手伝いをしながら就職活動に向けて準備をし始めていたものの、もやもや感・無気力・発汗量など心身の変化とカウンセラーが児童専門であったこともきっかけにH20.11月ささクリニック受診し、社会不安障害と診断を受ける。同年1月ささクリニックのデイケア通所開始。就労を目的に4月16日に母同伴で青明舎来所し、登録となる。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父－配管工事の自営業を行っている。同居しているが、本人とはたまに話をする程度。

母－主援助者。明朗活発なイメージを受ける。普段は父の自営業の手伝いを行っている。

姉－現在は東京都在住している。本人と歳が離れており、本人小学校時には姉は既に就労のため上京していたこともあり、本人とはメールでやりとりをしている。学生時代はよく姉に対人関係について相談していた様子。


平成　20年　5月26日　三浦　理見

	氏　名
	森　美保子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和62年　　1月　2日　（21歳）


	長期目標（中期・短期）

	（長期）就労を目指し、訓練を行っていきたい。

（短期）パンションでの就労訓練を行う。


	これまでの経過　（前回評価日　　年　　月　　日）

	【青明舎登録・就労支援について】

4/16青明舎利用登録を行う。今まで就労経験がなく、対人関係が得意ではないことからも社会へ出て働く事に対しての不安も強く、なかなか就労に結びつかなかった様子。本人からも就労に対する希望はあるものの、具体的にどのような事をしていきたいかまでは不明確であるため、さまざまな場所を見学し本人の希望に沿って支援していくこととしている。

その後、パンションリヴィエラ・うみねこ幸房の見学を行うことで、本人から「まずはパンションでの就労訓練を目標に頑張りたい」との希望聞かれた為、現在ではパンションでの就労訓練に向けて、青明舎で掃除訓練を行っている。

取り組みは意欲的であるが、他利用者がいることの緊張や不安から焦り、作業が雑になることや他者に遠慮し細かな箇所まで行う事が出来ずにいたものの、毎度振り返りを行いながら評価と改善点を確認しながら取り組む事や回数を重ねる事で作業にも慣れ、現在は来所するとすぐに自主的に掃除用具を取り出し指示を受け、作業に取りかかる事が出来ている。

【対人関係】

4/18に青明舎側からささクリニックデイケアを訪問。ささクリニックでは通所して間もないが少しずつ対人関係も築かれている様子が窺える。しかし歳上の同性との交流は見られるが、同年代や異性との交流はあまりないとのこと。本人も年上の人と接している方が楽だと話す。青明舎での訓練時、他者からの話しかけがあるが、返答することが出来ている。青明舎利用者の顔ぶれも毎度同じこともあり、周囲の人にも慣れてきている様子。
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	支援内容
	介入方法
	支援期間

	・パンションでの就労訓練
	· パンション側と調整し、6月より体験利用を開始する。体験利用は本人の様子も見ながら、期間を決めて設定し、期間終了後に本人と今後について検討することとする。

· 周囲の人や環境への適応に時間が掛かることからも、体験利用時には職員も訪問し、一緒に作業を行い、毎度振り返りと評価を行う。

· ささクリニックPSWとも連携し、本人のデイケアでの様子や就労訓練への取り組みについて情報共有しながら、変化を確認する。必要時にはデイケア訪問し、三者面談を実施。

· 家族へも定期的に本人の様子について電話にて報告する。また、家族からの本人の就労に対する希望も聞きながら、今後について検討を行う。

· 就労訓練を通して、就労に対する本人の希望を少しずつ明確にしていく。希望に応じて訓練場所を紹介し本人の視野や希望を広げ、就労への意欲向上を図る。
	　2ヶ月


プラン計画者　氏名：三浦　理見

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

《　青明舎　掃除訓練内容4/30・5/14・5/21　》


箒・掃除機がけ　　　　　　・床の水拭き


トイレ掃除　　　　　　　　・窓ふき


ペットボトル・空き缶洗い　・玄関掃除


スリッパ拭き　　　　　　　　　etc.








姉(31歳)　東京都在住





本人（21歳）





母(52歳)





父(59歳)











